
公益社団法人　日本放射線腫瘍学会について

日本のがん患者に対する放射線治療の使用率は、欧米の約半分
程度の 25 ～ 30% となっており、特に、胃がん・大腸がんの症
例が多いことなどから放射線治療が定着しておりません。当学会
は、学会活動・臨床活動・研究活動・教育活動の４つの活動を通し
て日本における放射線治療の普及を目指しています。
また、一般の方にも広くわかりやすくご理解いただくために
市民講座の開催や、アニメーションの制作等も実施しております。
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理事長　茂松 直之
慶応義塾大学　放射線科学（治療）教室教授
日本医学放射線学会認定放射線専門医
著書：よくわかる卵巣癌のすべて、放射線治療、
　　　グリーンマニュアル、他

約9分間で放射線治療を知っていただけるアニメです。

ある日、高校生の少女は肺がんになった祖父から「放射線治療を受けることになり、 手術なしでも治るかも」と
メッセージを受けとる。すると突然、少女の目の前に SF 風アニメーションで医師と医学物理士が登場。少女の
「放射線治療って？」という疑問に実写映像とアニメを組み合わせて詳しく教えてくれるというストーリーです。
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最先端科学でがんと闘う
がんは放射線治療の時代へ

がんの三大治療法の一つ…がんの三大治療法の一つ…

放射線治療について手軽に学べる

アニメーションのご案内
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03-3527-9971 jastro-office@jastro.jp

放射線治療のアニメーション
はこちらからご視聴できます

https://www.jastro.or.jp/animation/
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